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 論文 
 

中東における中国の影響力拡大と変貌する中洋国際政治 
 

イタマール・リー 1

 
 
要旨 

改革･開放政策にともなう漸進的な中国の経済的，外交的浮上と国際的影響力拡大

は, いまや東アジアだけでなく南アジア，中央アジア，さらに中東地域にまで及んで

いる．いわゆる中国の浮上に関する既存研究は幅広く行われてきたが，それにもかか

わらず，主にミクロ的には中国東部地域について，マクロ的には太平洋地域における

中米関係・中日関係などの二国間関係を中心とした議論に限定されてきた．その一方

で，中国の浮上とその影響力拡大がアフガニスタン情勢から中東和平問題に至る「中

洋国際政治」の行方にどのような影響を与えており，今後どのようにこれを変貌させ

るかについての研究はまだ不十分な状態である． 
このような問題意識に基づいて，本研究は，次のような問いに対する包括的な回答

を模索しようとするものである．まず，脱冷戦期中東地域における中国の漸進的な浮

上はどのような形でなされてきたか．次に，中国の中東政策はどのように発展してき

たか．第三に，中国が主張する中東和平案とは何か．第四に，中東および中央アジア

における中国の影響力拡大は中洋国際政治の行方をどのように変貌させるか．最後に，

中東における中国の影響力の拡大は今後の米中関係と日米関係にどのような影響を与

えるか．換言すれば，この論文は中国・中央アジア・中東の「三中関係」を戦略的に

結びつける中洋国際政治における中国の浮上と影響力拡大に関する研究である． 
21世紀に入って，経済発展と政治安定の必須条件である海外エネルギー源の優先確

保をめざして中国は中央アジアと中東で幅広い石油外交を展開している．特に，2001
年に「上海協力機構」(SCO)が，2002年に中国中東問題特使が設立されて，中国西部

地域から中央アジアと中東を戦略的に結ぶ中洋国際政治の流れがよりいっそう複雑化

している．本研究は中東における中国の影響力拡大と脱冷戦時代における中国の中東

政策の変化，及びその地政学的意味を探索することを目的とする．これを通じて，中

東地域を巡って深化する米中両国間の協力および競争関係を包括的に理解することが

できるだけでなく，中洋国際政治構図の中における将来の東アジアの平和と発展を予

測することも可能となる． 
 
はじめに 

現在，世界政治経済の現実と未来を論じ

るときに，二十世紀末から相当程度に進ん

でいる「中国の浮上」を排除してしまうと

意 味 の あ る 議 論 が 展 開 で き な い ． 
「BRICs」と称されるブラジル，ロシア，

インド，中国の並行発展とともに，特に注

目されているのは，アメリカの9/11テロ，

イギリスのロンドン7/7テロ，インドのム

ンバイ10/26テロ事件で明確になっている

イスラ—ム教の政治的再覚醒であり，その

世界的な連帯の流れである． このため，

米国と西欧主導の「西洋国際政治」の枠組

みを超え，中国と中東の相互連携を包摂す

る，より包括的でマクロ的な視野が必要と

なる． 中国と中東を結ぶ戦略的な圏域と

して登場するのが「中洋」2であり， これ

を巡って行われる「中洋国際政治」の再発

見と研究は，今までになく切実に求められ

ている．  
1970年代末の改革･開放以来，中国の経

済成長は，特に2001年中国の世界貿易機関

へのメンバー登録後急速に強化されており，

2009年初めに日本を抜いて経済（ＧＤＰ）
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規模で世界第2位の座を占めるものと見ら

れている．3 このような中国の浮上につい

ては，これまでにも継続的に議論が展開さ

れてきたことは事実である．4 また，漸進

的な経済力の向上に伴う中国の強大国化が

中東地域とどのように連携して発展してき

たのかについての研究も，部分的に進めら

れてきた．5 いわゆる中国の浮上に関する

既存研究は幅広く行われてきたものの，し

かしそれらは主にミクロ的には中国東部地

域について，また，マクロ的には太平洋地

域における米中関係，日中関係，韓中関係

など二国間の関係を中心とする議論に集中

されている．6  
その一方で，中国の浮上とその影響力拡

大がアフガニスタン情勢から中東和平問題

に至る「中洋国際政治」の行方にどのよう

な影響を与え，今後これをどのように変貌

させるかについての研究はまだ不十分な状

態である． このような問題意識に基づい

て，本研究は中東における中国の影響力拡

大と変貌する中洋国際政治を鳥瞰して，米

中関係と日米関係における潜在的な「中洋

変数」を説明することを目的とする． 

 

Ⅰ 中国の中東政策: その歴史と発展 

中国と中東の関係は，唐朝の高宗永輝2
年，即ち652年に中国とイスラ—ム教が正

式に関係を結ぶことで始まった．7 元朝の

ジンギスカンが世界を制覇した時代は，北

京で色目人と呼ばれる中東出身の重臣たち

が国家を経営した時期でもあった．元朝に

次いで出現した明朝の朱元章は，世界中に

存在していた「モンゴル・イスラーム」の

連帯勢力へ対応するために，数多くの宦官

を世界各地に派遣し，鄭和は数回にわたる

海洋視察の中でメッカを訪問した．伝統的

に中国は内陸アジアから中東地域につなが

る西北辺境からおこる安全保障上の脅威に

敏感に反応した． 清朝末期，左宗棠と李

鸿章の間で行われた「陸防」と「海防」の

論争で，西北辺境地域の重要性を強調して

左宗棠が最終的に勝利を収めた例は言うま

でもない． 中国共産党が政権を握った後

の文化大革命期にも，核施設が設立されて

いる西北内陸部の安全保障を維持するため

に， いわゆる「三線建設」が推進された

ことがある． 最近，中国のチベットと新

疆で勃発した武力衝突と中国西北部の辺境

に隣接するアフガニスタンとパキスタンで

の不安要因の増大は，経済的誘因に加えて，

中国がより大きな視点から中央アジアと中

東地域を平和的に管理しなければならない

もう一つの理由を提示している． 
冷戦期中国の中東政策は，基本的に米国

とソ連の両極体制に帰結される世界システ

ム中で行われてきた． 上記の中国国務院

の歴代政府報告書に公表された「中東」に

関する言及回数を見れば，中国の中東への

集中的な言及は，中国が直接参加した朝鮮

戦争以後，一方では米国主導の世界体制へ

の不満やこれを突破するための戦略的な変

数として出現し，また他方ではソ連が消滅

して共産圏が崩壊する過程で国際的孤立か

ら脱皮しながら国際的連帯を拡大し，社会

主義路線の道徳的優越性を強調する傾向を

示しながら行われている．少なくとも修辞

的な側面では，「現状打破的な性格」を持

っていた． 
もちろん，中国の中東政策は，これらの

現状打破的な修辞のように革命的には実施

されず，現実順応的に執行されてきたこと

は，異議の余地がない． モハメド･ビン･

フワイディンによると，1949年から1999年
まで中国の中東政策は，二つの要因によっ

て決定されたが，それは中国の米国と旧ソ

連に対する認識及び相互関係と中国の経済

的，政治的，軍事的能力を向上しようとす

る戦略的意図であった．8 国際政治理論の

構造的現実主義論に立脚した研究者は，冷

戦期の中国の対外政策は，米国とソ連によ

る構造的な変数に収束された受動的なもの

であったと主張している．9 これに対し，

中国の積極的な戦略文化を強調する研究者

たちは，中東政策を包括する中国の対外行

態と安全保障戦略は持続性を堅持している

ことを主張する． 10  冷戦期の中国の中東

政策に対する評価も，大成功だったという

評価と，かなり限定的だったという議論が 
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[表-1] 中国国務院政府工作報告における「中東」に関する言及回数11

 

 

 
相互に対立している． 12  何よりも，中国

の中東政策の弱さは，リーダーの個人的な

信念志向によって決定された非構造的な矛

盾にあった点も指摘されている．13

ソ連の崩壊とともに，中東地域は戦略空

間として中国にとって新しく出現してきた．

特に，1993年に中国が石油の純輸入国にな

って以降，中東地域は中国の平和的発展と

調和的な世界建設に必要不可欠な政策の対

象地域となっている．毛羽豊によると，中

国の中東政策は，次の3つの政策目標の達

成を目的としている．すなわち， （1）中

東地域における経済外交の拡大，（2）中

東地域の包括的なバランス維持，中国の経

済的利益を確保しながら自国の政治的影響

力を失わないこと，（3）そして長期的な

善隣関係を培養するために，中東地域にお

ける中国のソフトパワーを拡散することで

ある． 14  中国は2002年に「中東問題特

使」を設置して，中東平和交渉への新たな

参加者として正式に登場し始めている． 
これにより，中東地域をめぐる米国との交

渉能力を向上させることで，中国は中東地

域だけでなく日米関係をはじめとする東ア

ジアの政治経済の構図にも一定の変化をも

たらす可能性を探っている．  
中国の中東政策においては，同盟体制に

固定される外交関係を超えて独立的なアプ

ローチを強調することで，戦略的な柔軟性

を担保する努力がなされている． 15  急変

する中洋国際政治の流れに対する対応とし

て中国が提案して設立された「上海協力機

構」を見ると，中東と中央アジアで「北大

西洋条約機構」(NATO)や「集団安全保障

条約機構」(CSTO)とは区別される独自の

地政学的な勢力になるための中国の外交努

力と戦略的視野を見ることができる．中国

のある中東研究者は，中東地域において中

国は政治力拡大の努力をすべきだと提案し，

「米国がすべての中東区域を独占すること

はできない」と主張している． 16  中国の

中東政策は，冷戦期の相対的・受動的なも

のから全面的な関与政策および制度化のレ

ベルに漸進的に進化してきている． 
 

Ⅱ 脱冷戦期中東地域における中国の漸

進的な浮上と発展 

中東地域における中国の浮上は， 領経済

域においてより顕著である．2005年のイラ

ンとイスラエルを除く中東諸国と中国の貿

易額は512.73億ドルで，その中で中国の輸

入額は287.05億ドル，輸出額は253.68億ド

ルであった． これは10年前の1995年の輸  

1954* 1955 1956 1957 1958 1959 1960 1964 1975 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 
4 4 0 0 0 0 1 0 0 

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
0 2 4 3 0 3 2 0 0 

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002** 2003 2004 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2005 2006 2007 2008 2009
0 0 0 0 0 
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 [図-1] 中国の対サウジアラビア貿易規模推移 (100万ドル)17
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入額52.8億ドルと輸出額24.2億ドルに比べ

てそれぞれ9.7倍と21倍の急増であり，中

国と中東相互間の経済関係が全面的に発展

していることを如実に示している． 18  中
国と湾岸協力会議（GCC）国家間の貿易規

模は2003年の70億ドルから2008年には800
億ドル超まで増加しており，今後5年間で

1,600億ドルを超えるものと推算されてい

る．また，米国側の調査によると，2020年
に中国と中東地域相互間の年間貿易額は

3,500億ドルから5,000億ドルに達すると予

測されている．19

特に，2001年に中国が世界貿易機関に加

入したことで，中国の中東地域における経

済活動は大幅に増加している．中東地域へ

の中国の貿易増加や経済協力の深化は，

2002年の「中東問題特使」設置，2004年の

「中国-アラブ協力フォーラム」設立など，

様々な姿で表出されている．  とりわけ

2004年の胡錦濤中国国家主席によるサウジ

アラビア訪問は，中国の中東地域への関心

と経済的利益が前代未聞の重要性を持つよ

うになったことを対外的に標榜する重要な

契機となった．  

1990年に4.17億ドルに過ぎなかった中国

とサウジアラビア両国の貿易規模は，2008
年には417億ドルに達し，18年間100倍以上

の急速な伸びを示した． 米国の戦略的同

盟国と見なされてきたサウジアラビアは，

既に8年間中国の域内最大貿易パートナー

として貿易関係を発展させており，サウジ

アラビア国王から，「中国はわれわれの兄

弟国」とまで呼ばれるほどの信頼関係を構

築している． 20  これらの現象は，サウジ

アラビアに限ったものではなく，中東24カ
国全体で観察されている流れである． 一
例として，中国は連続4年間，ドバイの最

大貿易パートナーとなっており，2008年に

中国とドバイの貿易額は約269億ドルに達

した．中国浙江省義烏市の小商品市場は，

中東24カ国との貿易関係を結んでおり，ア

ラブ首長国連邦は，2008年に米国を抜いて

義烏市の小商品の最大輸出相手国となった．

また，2000年以来，中国は日本を抜いてア

ラブ首長国連邦の最大輸出相手国となって

いた．関連統計によると，義烏市を毎年訪

問する中東地域のディーラー数は約20万に

達し，中東地域の国々が同市に設立した貿

易代表処は既に800箇所以上あり，中でも

イラクとドバイからのものが多い．中国浙

江省義烏市は，ドバイに接続する中洋の経

済的なネットワークの拠点として速いスピ

ードで成長している．21

中国のエネルギー外交の中心は，主要な

産油国が位置する地域である中東からのエ 
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 [表-2] 中国の歴代中東問題特使と主な経歴 
王世杰 (2002年9月-
2006年3月) 

前バーレーン大使，前ヨルダン大使，前イラン大

使 
孫必干 (2006年4月-
2009年3月) 

前サウジアラビア大使，前イラク大使，前イラン

大使 

吳思科 (2009年3月- ) 
前サウジアラビア大使，前エジプト大使，前アラ

ブ連盟全権代表 

 

ネルギーの供給を確保し，これを拡大する

ことにある． 22  中国のエネルギー依存度

は，中東地域で は45％，アフリカ地域で

30％である． 特に，中東地域ではサウジ

アラビアとイランから最も多くの石油を輸

入している． 23  中国上海外国語大学中東

研究所の錢学文は，2008年に中国とサウジ

アラビア両国間の石油協力の規模は3,500
万トンと決定され，2009年は5,000万トン

を突破すると予想した． 24  中国はイラン

とサウジアラビアの隙間を上手に活用する

バランス維持政策を推進し，実利を最大化

している． 2009年2月に胡錦濤中国国家主

席はサウジアラビアを訪問して，「中国は

サウジアラビアの中東における平和維持と

世界のエネルギー安全保障における重要な

役割を高く評価している」と述べた． 中
国の平和的発展と調和的な世界秩序のため

に必要不可欠なエネルギー資源の供給源か

つ中国の輸出市場である中東地域への中国

の外交戦略と政策は，複雑な中東平和交渉

のプロセスと結びついて，「世界の問題に

ついて中国的解決策を模索する」段階に入

っている．25

 

Ⅲ 中国が主張する中東和平案 

東アジアの国際政治において，極東-中
東のネットワークをもって「中洋国際政

治」の再編を目指す流れは，1909年6月7日
に，東京でイスラ—ム教に改宗した大原武

慶を中心に設立された「亞細亞議会」が中

央アジア地域の反ロシア勢力と共同結成し

たことに，その源流を見つけることができ

る． 1911年10月10日に中国の孫文によっ

て辛亥革命が勃発して以来，この「亞細亞

議会」は「大亞議会」に改名し中国瀋陽に

本部を移動した． 26  日本は当時イギリス

の国際資本家の協力で構築された日英同盟

の枠組みの中で，中東における戦略的な動

きは，独自に実行することができない限界

に直面していた． 27  また，現在の日米同

盟体制下でも，中東の経済再建のために経

済的貢献を着実にしているにもかかわらず，

日本が中東で独自の戦略的なスペースを確

保することは多分に困難な状況である．  

これに対し，中国は非同盟運動を使って，

冷戦期にも，中東地域で独自の戦略空間を

確保するために努力した． 特に，米国と

の外交関係正常化の過程で，連合国常任理

事国の座を合法的に承継し，中東和平交渉

の過程を含む中東問題に全面的に関与する

ことができる資格を得ることになった． 
前に指摘したように，中国の中東地域での

石油輸入依存度の増加や経済関係の深化な

どにより，2002年9月17日に中国政府は中

国外交部スポークスマンの声明を通じて，

中東問題特使を設置し，中東和平交渉の過

程で，独自の政治勢力として登場すること

になる． 中国政府の声明によると，中国

が中東問題特使を設置するようになった背

景には連合国常任理事国の一つとして一貫

して中東の和平プロセスに関心を持って積

極的に参加してきたことと，中東諸国が平

和的な方法で現在の中東問題を解決できる

ように中国に要求してきたことを挙げてい

る． 多くのアラブ諸国が一貫して中国に

対し，中東問題においてより大きな役割を

果たすよう要請してきたため，中国として

は中東諸国の指導者のこのような態度表明

に合わせて，このような決定をすでに下し

たと明らかにしたのである．28  

もちろん，中国の中東問題特使設置は，

1990年湾岸戦争の時に，中東12カ国の外務
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大臣が中国のより積極的な役割を要求した 

こともその遠因となっていた．しかしより

直接的には，2000年4月12日から18日まで

江沢民中国国家主席が中国の国家元首とし

ては初めてパレスチナとイスラエルを訪問

した際，ヤセル･アラファト・パレスチナ

解放機構前議長が，中東和平プロセスにお

いて中国が強大国としての役割と影響力を

発揮するよう江沢民に要求したことに起因

する．29

中国の中東問題特使は，2002年4月に江

沢民をはじめとする中国指導部によって考

案され，同年9月に対外的に宣布された後，

現在までに三人の中国外交部の中東地域元

大使から構成されて活発な活動をしている． 
現中東問題特使である吳思科氏は，イスラ

エルとパレスチナの紛争の問題において，

双方が交渉を通じて問題を解決すべきで，

これらの交渉には知恵が必要なのはもちろ

ん，一定の条件下で抜本的な決定をしなけ

ればならないとしている． 中国がイスラ

エルとパレスチナの紛争や中東和平問題に

おいて積極的な役割を担い，国際社会との

協調を行うべきだと強調しながらも，彼は

エルサレムの地位問題など敏感な問題につ

いては， 「ユダヤ人とアラブ人は，悠久

の文明と文化を持っており，平和を実現し，

長期間にわたる安定を実現していく上で，

双方が最終的に解決方法を捜すことになる

だろう」と，迂回的に回答するのにとどま

った．30

それでは，中東和平に対する中国の主張

は何か． 1997年末に中国副首相兼外務大

臣錢其琛は中東5カ国を訪問した際，中東

和平への五つの新たな主張を提案した． 
それは以下のとおりである． 「まず，連

合国の中東問題に関するそれぞれの決議に

基づいて，マドリード平和会議の『土地と

平和の交換』という原則下で，中東和平交

渉を進行させる． 第二に，既に合意に達

した部分を実行に移し，中東和平プロセス

の障害となるすべての行為を可能な限り行

わないこと． 第三に，あらゆる形態のテ

ロと暴力行為を放棄し，各国の安全保障と

国民の正常な生活を十分に保証すること． 
第四に，平和プロセスの発展に応じて，地

域の経済協力を強化し，共同発展と繁栄を

実現すること． 最後に，国際社会は中東

の関係国と一緒に責任意識をもって中東地

域の全面的で公平な，そして持続的な平和

を実現するために努力すること． 中国は

このために自ら努力する」． 31  最初の中

東問題特使であった王世杰の見解によると，

中国は中東地域の公平で持続的かつ全面的

な平和を主張しており，「正義がなければ

全面的な平和をもたらすことができない」

と強調している．32

2006年4月23日にサウジアラビアを訪問

した胡錦濤中国国家主席は，「中東和平を

促進し，調和的な世界を建設しよう」とい

うテーマのスピーチを通して調和的な中東

を建設するための長期的方法として，地域

の平和安定への努力，相互尊重の実行及び

共同開発を積極的に実行する3つの青写真

を提示した．33 2007年11月に米国アナポリ

スで開催された中東平和会談に参加した中

杨洁国外務大臣 篪は，次のような中東平和

への五つの方案を提示した． 「まず，歴

史を尊重し相手国の懸念に対応して，和平

交渉が正しい道に行くことができるように

維持しなければならない． 第二に，暴力

を止揚して障害物を除去し，同時に和平会

談にしっかりと集中しなければならない． 
第三に，和平会議においてバランスのとれ

た姿勢を維持して，和平交渉に有利な環境

を造成しなければならない． 第四に，発

展と協力を優先し，和平交渉の基盤を確固

たるものにしなければならない． 最後に，

平和会談のために合意を構築し，責任を増

やすためには，もちろんそのための支持基

盤を向上させなければならない」．34  

中国外務大臣杨洁篪は2009年4月26日に

シリアのダマスカスでシリア大統領と会見

したときに，上記の方案を提起したが，こ

れは過去の中国の中東和平に関する主張と

比べると大きく異なる点がなく，伝統的な

平和共存原則の外縁拡大として見ることが

できるものだった． 特に，中国の中東和 
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 [図-2] 中国-イスラエルと米国-イスラエル両国間の貿易収支推移 (100万ドル)35
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平案は，既存のすべての決議に基づいて推

進しようという立場を明らかにして包括的

な立場を如実に示している． 36  これは，

中国が中東の和平交渉の過程において，平

和という目的に依存せず，プロセスを重視

する傾向にあることをよく見せてくれると

ころである． このような中国の戦略的な

負担の回避は，米国を中東問題に没頭させ

て，東アジアにおける中国の相対的地位上

昇を誘引するきっかけとして活用すること

ができる．37

 

Ⅳ 中東における中国の影響力拡大と中

洋国際政治の行方 
冷戦期，中東はアメリカとソ連の「グロ

ーバル・ヘゲモニー」掌握のための最大激

戦地として数回 にわたる戦乱を経なけれ

ばならなかった． ソ連が解体された後で

も，9/11テロ以来米国によって全世界的な

規模で行われている対テロ戦争とその事後

処理を中心に，既存の中東紛争を除いても，

アフガン戦争，イラク戦争やイランの核武

装の試みなどで中東は，さらに熱戦の姿を

露呈している． 中国の急速な経済成長と

これに伴う中東地域での影響力の拡大は，

中東-中央アジア-中国をつなぐ「三中関

係」の構図とともに，中国共産党によって

新中国が成立した後に最近再発見されてい

る「中洋国際政治」という新たな流れをな

お一層複雑にしている．  
中国の経済的な浮上に応じて，中国の国

家利益が東アジアのカテゴリに分類される

地域利益を超越して，全世界的な規模に拡

大されている． 中国は，アジア太平洋経

済協力会議などを通じて域内の交渉力を向

上させながら，「上海協力機構」を独自に

運用して国際舞台における発言権の拡大や

活動範囲の拡大を可視化している． パキ

スタン，スリランカ，ミャンマーにおける

最近の中国海軍基地建設などの動きは，海

洋の方向での国民の安全を死守する必要が

あると主張する最近出版された中国人民解

放軍内部の著書からも見られる． 38  この

ような拡大された海洋安全保障の概念とし

て，中国と中東を結ぶ「中洋」の地政学的

重要性はますます増加している． 中国の

総体的な軍事作戦と軍事機密を担当してい

る熊光楷は，非伝統的安全保障の脅威を指

摘し，特にテロの他，エネルギー安全保障

の確保を担保する必要があることを明らか

にした． 39  企業戦略家鄧正紅は2030年頃

中国の石油輸入規模が2005年の米国の石油

輸入量に相当する6億トンに達することを

展望しながら， 次のように中国の石油業

界の海外進出戦略を全般的に整理した． 
それは，「中東を強固にし，周辺を発展さ

せ，アフリカを拡大し，米州大陸を開拓す

る」というもので，中東を最初に言及した

のは決して偶然ではない．40
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平和的発展と調和的な世界という中国指

導部の強調にもかかわらず，中国の国防予

算は継続的に増加している．これによって

触発された周辺国の安保不安を払拭しなが

ら国防関連の透明性を向上させるために，

国防部直属のスポークスマン制度が設立さ

れた．しかし，中国と中東諸国間の関係深

化により，最近米国の安全保障研究所は，

「米国は中東地域で中国からもたらされる

潜在的な脅威を目撃している」と中国の中

東における影響力拡大とその波及効果を警

戒している． 41  このような懸念は，中国

が持続的な経済成長を通じて総合的な国力

が強化した後に，現行の世界秩序を変化さ

せたり，或は改革しようとすることを想定

する現実主義国際政治理論の視点とも一脈

相通ずるところがある． 42  例えば，2001
年2月に米軍がイラクへの空爆を敢行する

とき，中国が防空網の強化と接続されてい

る光ファイバー通信技術をイラクに提供し

たことはよく知られた事実である． 43  何
よりも，中国が「上海協力機構」などを通

じて東アジアでは日米同盟を弱体化させた

り，あるいは除去しようと努めていること

にも注目する必要がある．44

 
おわりに 

中国の中東における影響力の拡大に関連

して，一方では中国の浮上が米国と西欧主

導の民主主義的価値を基盤とした現行の国

際システムを急激に変化させることは短期

的には不可能だと見る意見がある． 45  ま
た，中国と世界経済の深化に伴う統合のプ

ロセスの中で，中国が建設的な参加者とし

て世界経済の発展に寄与するという肯定的

な評価もある． 46  さらに，中国は将来の

中東に対するひとつの「政治的な緩衝地

帯」を形成するようになるという見方もあ

る． 47  しかし，これらの仮説は中国国内

政治の安定性が持続的に維持される場合に

のみ可能である． 48  中東の国々が米国と

中国間における東アジア地域の主導権をめ

ぐる戦略的な空間として浮上するようにな

るか，あるいは米国と中国の協力の中で，

東アジアでは中国が相対的な地位を向上さ

せることができる有用な戦略空間になるか

については継続的な研究が必要である． 
同時に，中国と中東を貫通する全地球的な

規模の「新しいシルクロード」の誕生に直

面して中国と中東を媒介とする世界経済の

再編に関する研究も求められている． 49  
そして，中国の国際的影響力の拡大と今後

中国の対外行動を予測するときに「中洋変

数」を除外してしまうと，包括的な教訓を

得ることができないという事実を再認識す

る必要があることを強調したい．中国の

「万里長城」とイスラエルの「嘆きの壁」

を連繫する「中洋国際政治」の視野が，中

東地域における中国の浮上に応じてどの時

代よりも切実に求められている． 
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